
仕訳帳・仕訳データの作成方法（まずは通常通り、売上伝票の登録と入金の登録）

FrontAcePro10　で売上伝票や入金伝票を登録することにより、仕訳帳の作成を行ったり会計ソフト（弥生会計等）の
仕訳伝票へ連動することが可能です。通常通り売上伝票と入金を登録を行うだけで作業はOKです。

＜売上伝票画面＞

売上伝票の作成を行うことで
売掛金が登録されます。

＜入金伝票画面＞

入金伝票を作成します。
諸費用は立替分として
処理します。



仕訳帳・仕訳データの作成方法（仕訳帳・仕訳データーの出力）

1.財務会計ファイル出力を実行します。

＜会計用データ出力画面＞ ＜会計用データ作成、設定画面＞
整備代の各項目ごとに
科目を設定することが
できます。

各工場様の会計処理に
合わせて設定を行って
下さい。

2.ファイル出力をクリックして仕訳帳、仕訳データを出力してください。

＜仕訳帳の作成＞
科目設定に基づき仕訳帳を一発作成
することができます。

POINT
「小規模企業の経理業務を効率化し、
入力の手間を大幅に削減します。」

＜CSV仕訳データの作成も可能＞
会計ソフト側でこのCSVファイルを
インポートすることで売上と入金に
関する仕訳伝票が作成できます。

POINT
「会計ソフトへデーター連携を行え、
入力の2度手間が不要になります。
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１．インボイスの概要 
 

 

10月 1日、インボイス制度が開始すると適格請 

 求書発行事業者から発行された適格請求書がない 

と仕入税額控除が受けられなくなります。また、 

必要な項目を記載していない請求書は適格請求書 

としての効力を持ちません。具体的には、適格請 

求書には右記の６項目を記載する必要があります。 

また、インボイスの要件として、消費税の端数 

処理は、１つの伝票において税率毎に１回で行う 

必要があります。 

 

 

 

 

２．FrontAcePro10のインボイス対応 
 

FrontAcePro10では、以下のようにインボイスへの対応を行います。 

 

  
   【 今までの FrontAce 】 
 

 消費税の端数処理を複数回行っている

ため適格請求書の要件を満たせない 

 

 税率毎に区分した合計金額と税率、消費

税額を記載する機能が無いため適格請

求書の要件を満たせない 

 

 下取についてインボイスに対応した形式

で伝票に記載する機能が無いので、取

引相手に下取の適格請求書を発行して

もらう必要がある（下取について仕入税

額控除を行う場合） 

 

 

     【 FrontAcePro10 】 
 

 消費税の端数処理を１回で行うので適格請

求書の要件を満たせる 

 

 税率毎に区分した合計金額と税率、消費税

額を記載する機能があるので適格請求書

の要件を満たせる 

 

 下取についてインボイスに対応した形式で伝

票に記載する機能があるので、取引相手に

下取の適格請求書を発行してもらう必要が

ない 

 

【 適格請求書の要件 】 

① 適格請求書の発行者の氏名、登録番号 

② 取引の年月日 

③ 取引の内容（〇〇の工賃等） 

④ 税率毎に区分した合計金額と税率 

⑤ 税率毎に区分した消費税 

⑥ 交付を受ける者の氏名 

 

× 

× 

× 

〇 

〇 

〇 



３．FrontAcePro10の変更内容 
 

 

①消費税の端数処理を１回で行うように変更 
 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備消費税と諸費用消費税を別々に端数処理 

全部まとめて１回で端数処理 

【 今までの FrontAce 】 

【 FrontAcePro10 】 

整備代の消費税 ＝ 整備代合計×0.1 ＝  5515×0.1 ＝  551.5 → 四捨五入すると   ￥552 

諸費用の消費税 ＝ 諸費用合計×0.1 ＝ 30505×0.1 ＝ 3050.5 → 四捨五入すると ￥3,051 

 

                   消費税合計 ￥3,603 

整備と諸費用の消費税 ＝ (整備代合計+諸費用合計)×0.1 ＝ (5515+30505)×0.1 ＝ 3602 → \3,602 

 

                     消費税合計 ￥3,602 

× 

〇 



 

 

②請求書に必要な項目を記載する機能を追加 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 請求書全体は「資料１．FrontAcePro10標準の請求書でインボイス対応した例」と「資料２．イ

ンボイス対応の新しい請求書」ご覧下さい。 

※ 軽減税率への対応につきましては、実装時期は未定です。 

 

  

登録番号 

税率毎に区分した合計金額と税率 

【 インボイス対応の追加項目 】 

・登録番号 

・税率毎に区分した合計金額と税率 



 

 

③下取に関するインボイス対応 
 

 

インボイスでは下取を仕入として扱い、下取の取引について適格請求書の要件を満たして記載する 

ことで、相手方から適格請求書を発行してもらうことを省略することができます。FrontAcePro10では、

新しく追加した入力欄に必要な項目を入力すれば、下取についても適格請求書の要件を満たすことがで

きます。その結果、相手方の請求書発行の手間を省き、管理する請求書の枚数を減らすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 請求書全体は「資料３．FrontAcePro10標準の請求書で下取がある場合の例」をご覧下さい。  

【 下取に関する追加項目 】 

・取引日時 

・取引内容 

・適格請求書発行事業者の登録番号 

・税率毎に区分した合計金額と税率 

・事業者の氏名又は名称 



 

   

④伝票作成画面の機能追加 
 

 

  諸費用・合計ボタンを押して表示される伝票作成画面に、下記のように下取用の入力欄を追加致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伝票作成画面は、下取の入力欄の追加を含むインボイス対応の機能追加以外にも画面の最大化機能の

追加等を行い、より使いやすくなります。詳細は、「資料４．売上伝票の作成画面のインボイス対応」を

ご覧下さい。 

  

090-5442-4655 

新形式外税 

10%課税 

10%課税 

10%課税 

非課税 

非課税 

※車販見積を読み込み時に表示します。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ FrontAcePro10標準の請求書でインボイス対応した例 

税率毎の合計金額と消費税 

※税抜・税込は統一して記載

します。 

整備と諸費用で個別に消費税を端数処理

した値は参考として記載します。 

インボイス対応の数値を元に計算します。 

※①、②は使わなくなります。 

※開発中のため変更が入る可能性があります。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ インボイス対応の新しい請求書の例 

税率毎の合計金額と消費税 

※税抜・税込は統一して記載します。 

インボイス対応の数値を元に計算します。 

※開発中のため変更が入る可能性があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ FrontAcePro10標準の請求書で下取がある場合の例 ※赤線は下取、青線は通常のインボイスの 

ための項目です。 

 

 

※開発中のため変更が入る可能性があります。 

下取は、インボイスにおいて

仕入として扱うため売上と

は別に取引日時と税率毎の

合計金額と消費税等の記載

が必要です。 

※税抜・税込は統一して記載

します。 

※下取があるときだけ出力

します。 



資料４ 売上伝票の作成画面のインボイス対応 

作業ボタンをクリックした画面 
※赤で囲んだ部分はインボイスに関する変更です。黒で囲んだ部分はインボイス以外の変更です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ずっと 

表示 

 

ボタンで 

切替 

ずっと 

表示 

新形式外税 

 

※開発中のため変更が入る可能性があります。 

090-5442-4655 

 

画面の最大化機能を追加 

※解像度の高いモニターを使用することで、作業明細の行数を増やすことがで

きます。フル HD(1980×1080)の場合、最大で約２５行表示できます。 

課税方式の選択を追加。内税・外税の設定ができます。 

車台番号の表示を追加 

 

号車、型式類別の表示を追加 

 

携帯の表示を追加 

 

画面の横幅を拡大 

 

売上伝票画面の消費税は、諸費用と整備で別に計算して表示していましたが、まとめて消費税の端数処理をするように変更します。 

そのため、インボイス対応の消費税を「消費税計」として新たに表示し、「諸費用税」と「整備税」は参考値としてその旨の記載を追加します。 

 



諸費用・合計ボタンをクリックした画面 

※赤で囲んだ部分はインボイスに関する変更です。黒で囲んだ部分はインボイス以外の変更です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと 

表示 

ボタンで 

切替 

ずっと 

表示 

 

10%課税 

10%課税 

10%課税 

非課税 

非課税 

※開発中のため変更が入る可能性があります。 

 

作業に戻るボタンの位置を変更 

伝票単位で課税・非課税の設定が可能になります。 

インボイス対応のため下取の入力欄を追加 

※車販見積を読み込み時に表示します。 

インボイスで税率毎に合計、消費税の表示 

が必要になるため、確認用の表を追加 

090-5442-4655 

新形式外税 


